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第５回 全国ユース環境活動発表大会
全国大会  2020年2月8日(土)～9日（日） 東京都内で開催！
地方大会  2019年11月～12月 全国8か所で開催！
　札幌　　仙台　　東京　　名古屋　　大阪　　広島　　高松　　福岡

「全国ユース環境活動発表大会」とは ･･･

昨年度の第４回大会の様子をご紹介します。

地方大会参加者の声（アンケートより）

◆地方大会を全国８か所で開催!
　第３回大会までは全国大会のみの開催でしたが、発表の機会と交流の場をより多く
創出するため、全国８か所で地方大会を開催しました。書類選考を通過した合計95団
体が各地方大会へ出場し、地域の特色を活かしたさまざまな環境活動の取り組みを発
表。またワークショップを通して交流を深めるとともに、SDGsについて学びました。

◆全国大会は16団体が出場!
　各地方大会で選抜された16団体が、2月に東京都の国連大学で開催された全国大
会に出場しました。1日目には研修、セミナー、グループワークを行い、普段は出会うこ
とがない全国の高校生同士が交流を深めました。2日目には発表大会と表彰式を開
催。地方大会の発表からさらに練り上げ、創意工夫を凝らした発表が行われました。

　＜高校生の感想＞
　高校生にもできることが、SDGsにつながっていることを実感できて良かったです。
他の学校が何を目指してどんな活動をしているのか、知ることができて、貴重な体験
になりました。

　＜先生の感想＞
　分野が異なるものの、熱心に環境に対して活動する高校生・先生がおられ、心強く
感じました。また通じる活動をしている学校もあり、今後連携していきたいです。

地方大会での発表の様子

　平素は、環境行政及び地球環境基金事業にご協力賜り、御礼申し上げます。

　現在、地球上では二酸化炭素等による温暖化や熱帯林の減少、生物多様性の損失など様々な環境
問題が深刻化しており、生活や社会活動に対して多大な影響を及ぼしていることを日々の情報等か
らも実感する状況になってきました。

　こうした状況の中、温暖化に対する国際的な取組として、気候変動枠組条約第21回締約国会議で採
択され2016年に発効したパリ協定に基づいて世界各国が温室効果ガスの排出目標を設定することと
なり、我が国も2030年度に2013年度比で26.0%の削減、さらに長期的な目標として2050年度に80%
の削減を掲げています。そして、今年の６月にG20サミットが大阪市で開かれましたが、パリ協定から
の離脱が決定した米国も含め各国が「環境と成長の好循環」というコンセプトについて合意しました。

　また、2015年９月の「国連持続可能な開発サミット」において採択された持続可能な開発目標
（SDGs）では、2030年に向けた持続可能な開発目標として17の目標と169のターゲットを掲げてお
り、気候変動や持続可能な消費や生産、さらには貧困や飢餓など様々な社会課題への対策を進め、開
発途上国だけでなく先進国も含め世界全体で持続可能な社会の実現を目指すこととなっております。

　このような国際的な動向や複雑化する環境・経済・社会の課題を踏まえ、我が国では2018年４月
に「第五次環境基本計画」を閣議決定し、SDGsの考え方も活用した「地域循環共生圏」が提唱されま
した。これは、各地で地域資源を最大限活用しながら、自立・分散型の社会を形成しつつ、地域の特性
に応じて資源を補完し支え合うことで地域の活力が最大限に発揮されることを目指すものです。

　これらの様々な取組を推進していく上では、立場やセクターを超えて参加し連携し合い、また、長
期的な視点を持って取り組むことが大切で、とりわけ次世代の担い手である「ユース世代」のみなさ
んの役割がますます重要になっています。

　独立行政法人環境再生保全機構では、環境省とともに「全国ユース環境ネットワーク促進事業」を
2015年度から実施しており、その一環として、環境省、独立行政法人環境再生保全機構及び国連サ
ステイナビリティ高等研究所の主催で、「全国ユース環境活動発表大会」を開催しています。昨年度
は、地域ごとに環境保全への志を同じくする高校生が集まり活動を発表し合う地方大会を全国８カ
所で初めて開催しました。活動内容を披露し合う機会が増え、同世代が行う活動から気づきや学び
を得る交流の場となるよう期待するものです。

　今、高校生である皆さんは、2030年には社会の第一線で活躍する世代になっています。ユースの
皆さん自らの行動が地球規模の目標達成と密接に結びついていることをより実感いただけるもの
と考えております。

　皆様方におかれましては、本事業の趣旨をご理解いただき、積極的な参加をいただきますよう、お
願い申し上げます。

独立行政法人環境再生保全機構

理事長　小辻 智之

ご 挨 拶

出会いの場
環境活動に取り組む高校生が

一堂に集まります。

発表の場
想像力を働かせて行っている

自らの環境活動を
発表します。

交流の場
他校の活動を知り、

意見交換をし、互いに
研鑽し合います。

全国大会でのグループワーク

全国大会での表彰

今年も全国8か所で「地方大会」を開催します！
 高校生の皆さんが実践している環境活動を、各地域で同じように環境活動に取り組む

　　仲間たちの前で発表し、つながる場です。ぜひ地方大会に参加してください！
　　各地方大会で選抜された２団体には、全国大会に出場していただきます！

応募の方法→本誌P3~4をご覧ください。　地方大会の詳細→本誌P5~6をご覧ください。

開催
決定!


